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論 文 内 容 の 要 旨 

 
第１章 はじめに 

研究の背景と目的，および論文の構成について述べた。まず，近年の教育情勢を踏まえ，数学教育に

おいて創造的学習態度を育成する重要性と，その実現のために国際的な遠隔協同学習を取り入れる有

効性や意義を論じている。児童・生徒が発展的な内容に対して「主体的・対話的で深い学び」をするため

には，その課題に取り組む動機づけの難しさが課題の一つとして挙げられ，そのためには知的好奇心を

くすぐる内容や教育方法が必要である。その解決方法の一つとして遠隔協同学習を挙げ，この教育方法

により数学的創造力の育成を目指す方向性を示した。さらに，先行研究から英語理解や学習内容の知識

の精緻化，異文化理解などの効果を見込み，本研究では海外と交流をする国際遠隔協同学習を研究対

象とすることを示した。本研究の目的は，数学教育における創造的学習態度の育成を目指した国際遠隔

協同学習の教育効果について明らかにすることである。本論文は 7 章で構成される。 
 
第 2 章 数学教育における創造的学習態度の育成に関する基礎研究 

創造性に関する心理学や教育学における先行研究を概観し，創造性を測るために開発された複数の

心理尺度を参考に創造的学習態度尺度を作成することで，以降の教育実験における創造的学習態度の

測定のための道具立てを行っている。多くの先行研究において一般的に受け入れ，参考にされている恩

田（1971）の創造性の定義をもとにし，「創造性とはある目的達成または新しい場面の問題解決に適した

アイデアを生み出し，あるいは学習者または学習集団にとって新しい社会的，文化的に価値あるものをつ

くり出す能力およびそれを基礎づける人格特性であり，多数の因子からなるものである」を本研究での創

造性の定義とした。ここで，「社会的，文化的に新しく，価値があるもの」を学習者本人または学習集団に

求めることは困難であるので，「社会的，文化的には新しくないが，学習者本人または学習集団にとって

は新しく，価値があるもの」を求めることにする。本研究では，創造性を適切な場所で発揮できるように，創

造的学習態度を育成することとする。また，数学教育における創造的学習態度の育成方法について方向

性を示した。 
 



第 3 章 ICT を用いた遠隔教育に関する現状と教育内容開発の視点 
ICT を用いた遠隔協同学習に関する近年の研究動向について述べるとともに，本研究で扱う遠隔協

同学習の学習内容の要件を整理している。本研究では，遠隔協同学習の定義を，テレビ会議システムや

これに類似したツールを使って同期に交信を行う授業のみを交信授業（Distance Leaning，以後 DL），
それぞれの教室で行われる非同期型の通常の授業が繰り返し行われる一連の教授・学習活動全体とし

ている。恩田(1974)は，「異質の情報の相互作用，特に対立した情報がぶつかって矛盾を引き起こし，そ

れを総合して新しい情報がうまれる」とし，これを創造性育成のための一条件としているが，これを踏まえ

て，CCV研究会による遠隔協同学習の形態を見直すと，異質の情報の相互作用を行う場をDLと置き換

えることができ，この形態は，創造的学習態度を育成するための一条件に当てはまっている。さらに，異

文化交流や英語を使った交流による知識の精緻化を見込み，本研究では，国内同士ではなく海外との

国際的な遠隔協同学習を研究対象とし，CCV で提起された仮説｢質の高い学習をする 2 つの学級が協

同学習をすれば，更に一段と質の高い学習が生まれ，その学習から，子供は，一段と質の高い創造力を

獲得する｣（横地，1996)を基に遠隔協同学習の研究をより進めることを目指した。この仮説をもとに「“異
質な文化がぶつかり合う中に新たな創造が生まれる”との前提に立ち，①異質な文化的背景をもつ 2 つ

の学級（もしくは，学校）が，②同じ教育内容を，それぞれ違った方法で学習し，③その過程や結果を相

互に交流しあう」という遠隔協同学習の形態をとることとした。教育内容の開発の視点としては，交流する

それぞれの学級が同一のテーマの基に交流することにする。また，この際に異なる視点を交流させること

ができるテーマ設定をし，交流を通じて学習内容を発展させることができる内容を目指すこととした。 
 

第 4 章 教育実験Ⅰ：高校生を対象とした国際遠隔協同学習による発展的な内容に対する主体的な学

びの検証 
国際遠隔協同学習を通して発展的な内容に対して主体的に学び取り組むことができるかを検証するた

めに，高校生を対象とした日本とタイとの遠隔協同学習を行った。本実験では，1 回目の DL によって意

欲づけられ，2 回目の DL に向けて生徒自身が発展的な実験のテーマ設定を行い，実験を行うことがで

きた。このように，生徒の手によって進められる程度の難度を持った課題を設定にしたことが，創造的学習

態度の育成につながることを見出している。また，発展的な実験は相手に発表することが前提となってい

ることも動機付けとなり，意欲的に進めることができ，主体的・対話的に進めることができたといえる。また，

数学だけの授業でなく，物理との総合学習は，数学の意義の理解や物理の理解に相乗効果があると推

察される。通常授業と DL を組み合わせることで，英語の必要性を認識し勉学意欲の向上に貢献できるこ

とも確認できた。また，守屋ら(2008)と同様に，DL は複数回行い，それぞれで学習した内容について発

表し，発表を互いに聞くことによってさらに発展的な内容の学習を行い，学習内容を深めるのがよいと確

認された。次の DL で少しでも良い内容を発表したいという生徒の思いが，積極性，独自性・独創性を育

てることから，DL を含む遠隔協同総合学習の実施は効果が大きいと考える。今回の協同学習は論理性，

積極性の向上に寄与し，学習内容の難易度が適度に高いことがこれらの因子の育成につながることが示

唆された。また，発展課題を行う過程において，独自性・独創性が育成されることも示唆された。また，発

展的な活動と DL という発表の場が動機付けとなり，積極性の向上に寄与すると考える。 
 

第 5 章 教育実験Ⅱ：大学生・院生・現職教員を対象とした国際遠隔協同授業・ゼミナールを恒常的に

行うことの有効性の検証 



 大学生を対象として日本・ドイツ・タイを繋いだ遠隔協同授業・ゼミナールの実践について示し，複数

回交信授業に参加する学生の様相を明らかにし，恒常的に遠隔協同学習を行うことの有効性を検証した。

本研究での遠隔協同授業・ゼミナールとは，通常行われている授業やゼミナールを，TV 会議システムを

利用して海外まで空間や対象を拡大した中で実施する授業やゼミナールである。本実験において明らか

になった点は次の通りである。相互の学生・教員の意欲，学力，教材研究力に関しては，相互の学生同

士が TV 会議を利用して直接に交流し，カリキュラムや教材研究を行うことで，学生の学力や研究力が向

上することが示唆された。特に参加者は，数学教育についてさらに継続して研究を深める必要性を感じて

おり，協同ゼミは今後の学習意欲の向上に繋がったと考える。また，数年にわたる複数回の協同ゼミの経

験によって，相手との知識の交流を深め，さらに発展的なゼミを展開する可能性が期待できた。このことか

ら，恒常的な協同ゼミの有効性が示唆された。また，国際感覚・英語活用力に関しては，TV 会議による

英語でのコミュニケーションは難しく，協同ゼミが発表と簡単な質疑応答にとどまった。協同ゼミを英語活

用能力の向上の機会とし，交信を複数回重ねることで質の高い内容にしていくことができると考える。さら

に，ICT 活用力に関しては，学生はプレゼンテーション技術を習得することができた。TV 会議の設営を

自ら学生が行うことで ICT 機器の利用に慣れ，ICT 活用力を向上させることができたと考える。創造的学

習態度の育成に関しては，数学教育について日独比較を行った今回の学習内容設定が，創造的学習

態度の育成につながったことが示唆された。また，交信を重ねてこのゼミナール形態に慣れることが，学

習内容についての本質的な理解を深め，より創造的な研究をすすめることに繋がることが示唆された。 

 
第 6 章 教育実験Ⅲ：国際遠隔協同学習の有無による教育効果の比較 

4 章・5 章で明らかになった教育効果が遠隔協同学習によるものであることを明らかにすることを目指し

た。具体的には，高校 2 年生を対象に，日独遠隔協同学習を実施するクラスと実施しないクラスを設定

し，その 2 クラスにおける学習内容の習熟度や学習への意欲等を比較し，国際遠隔協同学習による教育

効果について考察した。第 4 章・第 5 章において，国際遠隔協同学習を通して発展的な内容について

主体的に学ぶことができること，創造性の育成にも寄与することが示唆された。しかし，同一の教育内容を

一般的なクラス内で閉じた授業を行う場合と通信機器を用いて海外の生徒と交信授業を行う場合では教

育効果に差があるのかという比較実験は先行研究においても積極的には行われておらず，明らかにされ

ていない。そこで，本章では交信授業の有無による比較実験を行った。その結果，発展的な内容に関し

ては遠隔協同学習を行ったクラスの方が習熟度は高く，問題に取り組む姿勢も高いことが示された。ま

た，クラス発表レベルでは発表を精緻化しきれない可能性があるが，英語に訳す必要があり，海外の生徒

に向けて発表するというレベルまで求めることによって，発表内容をより深く理解しておくことが求められ，

内容の精緻化をより図ることができることが示唆された。一方で，発表者以外の生徒に対するフォローの

必要性があるという課題点も認められた。 
 
第 7 章 総合考察 

本研究により，①国際遠隔協同学習による創造的学習態度の育成の様相を明らかにすること，②国際

遠隔協同学習を通して，発展的な内容について主体的に学ぶことができるか検証すること，③国際遠隔

協同学習を恒常的に行うことの有効性を検証すること，④国際遠隔協同学習について，通常のクラス内

に閉じた授業形態と比較したときの教育効果の差についての検証することができた。 
今後の課題としては，遠隔協同学習は参加した生徒全員にとって教育効果があるわけではない点に



ついての改善を検討することが挙げられる。また，交信授業の有無による教育効果の差について，複数

回 DL を繰り返した中での教育効果の差などさらなる検証が必要であることも今後の課題である。さらに，

学校現場に遠隔協同学習をカリキュラムの一つとして組み込めるような態勢をつくるためのさらなる研究

が必要であることが挙げられる。 
 



論文審査結果の要旨 

 

著者は，国際的な遠隔協同学習環境を通じて数学の学習を行うことが創造性の育成につながる

という着想に立脚し，そこでの教育効果を検証するための研究に取り組んできた。本論文はその

成果をまとめたもので，全編 7 章からなる。 

第１章では，近年の教育情勢を踏まえ，数学教育において創造的学習態度を育成する重要性と，

その実現のために国際的な遠隔協同学習を取り入れる有効性や意義を論じている。 

第 2 章では，創造性に関する心理学や教育学における先行研究を概観し，創造性を測るために

開発された複数の心理尺度を参考に創造的学習態度を測定する心理尺度を作成することで，以降

の教育実験における創造的学習態度の測定のための道具立てを行っている。 

第 3 章では，ICT を用いた遠隔協同学習に関する近年の研究動向について述べるとともに，本

研究で扱う遠隔協同学習の学習内容の要件を整理している。 

第 4 章では，高校生を対象に「光の速さの追求」といった発展的な学習テーマを題材とする国

際遠隔協同学習を実施し，学習課題の難易度を適切に設定することが創造的学習態度の育成につ

ながることを見出している。これは，国際遠隔協同学習が創造的学習態度の醸成に寄与すること

を実証的に示した成果として評価できる。 

第 5 章では，大学生等を対象とした教育実験により，国際遠隔協同授業やそれに相当するゼミ

ナールを恒常的に行うことの有効性を検証しており，その継続的な経験によって相手との知識の

交流が深まり，さらに発展的なゼミを展開できる可能性が示されている。ここでは数年にわたる

複数回の協同ゼミのプロジェクト実施経過が報告されており，国際遠隔協同授業の教育効果を経

時的に追跡した貴重な知見として高く評価できる。 

第 6 章では，高校生を対象に，三角比の学習を国際遠隔協同学習場面と通常の授業場面で実施

した際の教育効果を比較検討している。その結果，前者のクラスの方が学習内容に関する習熟度

は高く，問題に取り組む姿勢も高いことが示された。一方，発表者以外の生徒に対するフォロー

の必要性があるという課題点も認められた。これらの知見は，本研究と類似する教育的取り組み

を導入する際に役立つ実践的知識として評価できる。 

第 7 章は総合考察であり，遠隔協同学習の今後の展望や遠隔協同学習をより効果的に行うため

の視点などが論じられている。 

以上要するに本論文は，数学教育における創造的学習態度の育成に国際遠隔協同学習が有用で

あることを実証的かつ多角的な観点から論じたものであり，人間社会情報科学ならびに数学教育

の発展に寄与するところが少なくない。よって，本論文は博士（情報科学）の学位論文として合

格と認める。 
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